










極 低 温 研 究 の 曲角

























下の研究も普及 しつつある。 しかし液体ヘ リウムの実験程手軽ではない。
セリウム(Ce)や ウラソ(U)化合物の重い電子系化合物の研究には1K以下1mK付 近迄の研究
が欠かせない。半世紀遅れでスター トした日本の低温物性研究は、半世紀の聞に欧米の最先端の研究に
追いついたのだろうか。一時は追いついたかに見えたが最近また大ぎく後れをとるような社会状況になっ
ているのではないかと心配している。伊達先生が低温セソター20周年記念誌で書いておられるように
研究プロジェクトに合わせた技術開発が出来ていない。現在の体制は技術を修得 しその技術を改良、発
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展させるような組織になっていない。研究者の技術修得の段階で終わっている。
この事が難しいのは高度の技術を持った中小企業が存在できなくなってきている事にも関係 している。
物作りを忘れた物理研究は有 りえない。日本の社会が直面 している問題が大学の基礎研究にも及んでい
る。技術開発を担当する研究支援の技術者組織は日本の大学にはない。
助手や技官の数も大幅に減っている。1K以下の研究には多量の液体ヘリウ有を消費する。一低温研
究室が消費する液体ヘリウム代金は年間校費よりはるかに多額になる。
このような状況下で1K以下の超低温の研究で成果を挙げるにはどうしたら良いかの解決を迫られて
きている。若い学生が希望を持って研究に飛び込んでくるような魅力がなくてはならない。講座間だけ
でなく学部の壁を越えた共通実験施設の設置や、教授ポス トの技術者への開放等、学部の壁を越えて協
力すれば今後研究セソターとして発展させる道がありそうに思える。液体ヘリウム温度迄の研究が中心
であったこれまでは単に液体ヘ リウムの安定供給を考えれば良かったが、1K以 下の研究の比重が増大
した現在、低温研究セソター的な性格を持った施設が必要になるだろう。
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